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公益財団法人ソフトピアジャパン

県内産業のデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）に向けて、

ソフトピアジャパンを中核的な IT 拠点と位置づけ、デジタル化に

よる業務革新、生産性の向上等の高度化、新事業の創出、IT 人材

の育成等支援によって地域産業の持続的発展を促進します。

岐阜県内のIT・IoTを活用したDXの推進を支援しています。
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1988年 岐阜県ソフトピアジャパン構想
調査報告書

（岐阜県大垣ソフトパーク建設基本構想）

1990年 「ソフトピアジャパン
    マスタープラン」策定

■エリアの計画

・街づくり ・環境 ・センタービル 他

1994年 財団法人ソフトピアジャパン設立

1996年 センタービル完成

ソフトピアジャパンプロジェクト【経緯】
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総面積 12.7万m2（3万6千坪、おおよそ東京ドーム3つ分）

ドリーム・コア

ワークショップ24

センタービル

アネックス

ソフトピアジャパン エリア
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ソフトピアジャパンエリアの状況 【2024.7 現在の指標】

158

2,179人

206,570人

集積企業・団体数

就業者数 

訪問者数/年
(平均580人/日)

約590億円 エリア売上高（令和5年度）/年

※ （公財）ソフトピアジャパン、指定管理者によるアンケート調査、他 5



公益財団法人ソフトピアジャパンの役割の変化

6

専門家中心→職員主体

テーマ別の支援

設立当初

研究開発

エリアのIT企業への
支援

IT人材の育成

2000年代中頃
（リーマンショック）

県内中小企業への
IT経営支援

近年
（深刻な人手不足）

IoT活用・
DX推進への支援

エリアのIT企業への
支援

DX人材の育成

販路開拓、Web集客 全体最適、ビジネスモデル

中長期的、体質改善

伴走型DX支援

支援機関との連携深化＝支援機関のDX案件支援



令和６年度公益財団法人ソフトピアジャパン 事業概要

（

３
）

新

事

業

の

創

出

支

援

（

２
）

人

材

の

育

成

産業人材育成事業

オープンイノベーション
創出拠点事業

スマート生産性向上推進事業

スマート経営実践支援事業
・中小小規模事業者等がDX推進に向けた経営改善、

現場改善のためのデジタル機器等導入補助

DX推進コンソーシアム事業

ソフトピアジャパン企業支援事業

デジタル化推進事業

（

１
）

産

業

の

高

度

化

・職員による現場訪問/相談、専門家の派遣事業

・指導者のフォローアップ事業

・セミナー等開催、先進事例調査

・WS、研究会・交流事業等による連携促進

・WGによる実証・共同開発事業への助成

・デジタルインボイスの普及促進

・人材確保支援（IT業界研究)

・展示会出展等

・ 財団内の業務フローを見直し、

全体最適化を目指したデジタル化を推進

・ DX･IT人材育成研修

・ オーダーメイド実践研修

・ 次世代人材育成

・ 大学生等のデジタル人材育成

・ Fab-core運営事業

・ イノベーションを促進するセミナー等の開催
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岐阜県デジタル・トランスフォーメーション推進計画の概要図

企業の規模や業態に応じて、

デジタル技術を活かした

製品・サービス等の付加価値向上や

業務、製造プロセスの効率化といった

ビジネス変革を実現

ソフトピアジャパン等との

一体的な支援により、

県内産業のDXを推進

8



県

岐阜県DX推進コンソーシアム

【普及・啓発】公財ソフトピアジャパン・大学・試験研究機関等と連携したセミナー・研修会等を実施

セミナー・
ワークショップ

（共催含）

B. WGの研究・実証プロジェクトへの助成

社会課題の解決・事業再構築、IoT活用の実証事業へ
対象事業費の１/２・最大500万から1250万を補助

研究・実証テーマ 3

研究・実証テーマ 1

研究・実証テーマ 2

スマート経営応援隊

A.ワーキンググループ(WG)支援

勉強会、現場視察など

WG 1 幹事企業

WG 2 幹事企業

WG 3 幹事企業

研究・実証

支
援

DX人材育成
関連研修

セミナー・講演会
勉強会

団体 企業

学術 行政

会員

補助

先進事例調査
（企業見学）

成果発表会
（マッチング・県内への横展開）

各種研究会
（DX推進要因・インボイス）

DX関連情報提供
（HP,メールニュース）

一般会員：法人、個人等
団体会員：業界団体・組合等
学術会員：試験研究機関、教育機関
行政会員：行政機関

＜会費＞ 年額10,000円
                 (一般会員のみ）

県内企業等のDXの実現を推進する為、情報や人材、資金の不足等によりDXが進んでいない県内企業を対象に

DXの実現を支援し、生産性の向上・品質の確保・付加価値の高い商品・サービスの開発等につなげる。

設立 令和5年4月1日

理事長

事務局

会員数

WG
補助金

松島桂樹
ソフトピアジャパン理事長

公益財団法人
ソフトピアジャパン

339（令和6年12月）

13 （令和6年度）

DX推進・社会課題解決等

IoT活用・生産性向上

8

5

幹事企業

幹事企業

幹事企業
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ソフトピアジャパンによるDX支援の流れ

課題解決に向けた
アドバイス・提案

解決策を実施
3つのアプローチ

相談受付
ニーズ調査

1.
個社支援
中小企業への伴走型DX支援

2.
面的支援
グループや業界に対するDX支援

3.
プラットフォーム構築・活用支援
産・金・官によるDX支援
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専門家と職員による「スマート経営応援隊」

11

診断等から始め、

経営に効果が認められるまで、

自走してもらえるようになるまで、

伴走型で、DX支援を

行っています。



伴走型DX支援の体制

産業支援機関 地元ITベンダー
設備メーカー

職員

ソフトピア
ジャパン

ITコーディネータ

改善コンサル

ソフトウェア

ハードウェア

計70 名

スマート経営
アドバイザー

12



伴走型DX支援の特徴
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DX推進ー金融機関とソフトピアジャパン（SJ）による連携イメージ

中小企業向け
DXセミナー

Step 1

Step 2

Step 3

金融機関と
SJとの連携

IT経営に関する診断

業務分析パッケージ

事業者と一緒に
あるべき姿を模索

金融機関と
SJとの連携

アドバイザー派遣

導入支援パッケージ

ITツール導入・活用を
伴走型で支援

金融機関
ソリューション

子会社と
SJとの連携

アドバイザー派遣

導入支援コンサルティング

ソリューション提供
①システム開発
②研修
③運用支援

金融機関だからできる

経理業務との連携、

資金管理支援

啓発から、相談、試作、

ソリューション、成果までの

切れ目のない支援
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●目的：

・県内取引のデジタル化促進による県内経済の効率化と活性化

・デジタル化未着手の小規模事業者でも参加できる簡便な基盤を地元金融機関と連携して提供

●実施内容：

➢「インボイスのことなら地元の金融機関にお任せ」

➢県内地銀2行による中小企業への窓口サービス強化

➢岐阜県の電子調達システムとの接続

➢標準化に準拠した岐阜県版データ連携基盤

・ Peppolアクセスポイント、電子帳簿保存対応のデータ管理を実装

・ ZEDIを活用した振込（＋商流）情報の伝送

➢令和5年度、実証事業化

官金連携

2023/11/7

岐阜県デジタルインボイス活用モデル推進事業
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デジタルインボイス

共通基盤＝
インボイス配信箱

安い、速い、確実、安全

デジタルインボイスの活用とは

郵送
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郵送 デジタルインボイス

安い 郵便代金110円x件数 ネットインフラ費用

速い 配達時間 ほぼリアルタイム

確実 転記ミス、宛先間違い 手作業なし

安全 盗難 不正アクセス防止

比較
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デジタルインボイス活用モデル推進事業（岐阜モデル）
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デジタルインボイス活用促進協議会について
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(7/23 第1回、10/29 第2回、11/5 デジタルインボイス利用サービス「PeppoLink」利用説明会)



岐阜県デジタルインボイス活用促進協議会の活動（メンバー）

●座長

岐阜県DX推進コンソーシアム理事長 松島桂樹

● 委員

岐阜県商工会議所連合会推薦

岐阜商工会議所 中小企業相談所長 鬼頭 貴士

岐阜県商工会連合会推薦

岐阜県商工会連合会 広域推進課 課長 横山 建人

岐阜県中小企業団体中央会推薦

岐阜県中小企業団体中央会 専務理事 川本 敏

岐阜県情報産業協会推薦

株式会社インフォファーム DX事業部
   システムソリューション営業部 増田 信政

名古屋税理士会岐阜県支部連合会推薦

税理士法人長尾会計 代表社員 長尾 博

株式会社十六銀行推薦

株式会社十六銀行 DX部 課長 小林 雅樹

株式会社大垣共立銀行推薦

株式会社大垣共立銀行 IT統轄部 課長 箕浦 信

●アドバイザー

デジタル庁 国民向けサービスグループ 企画官 加藤 博之

経済産業省中部経済産業局 地域経済部情報政策室 室長補佐 松永 亮

岐阜県 商工労働部 産業デジタル推進課長 千田 友清

●オブザーバー
一般社団法人全国銀行資金決済ネットワーク 企画部長 千葉 勇一

デジタルインボイス推進協議会 / 株式会社ＴＫＣ 企業情報営業本部
ペポルアクセスポイントＡＰＩサービス推進担当 次長 伊藤 栄芝

デジタルインボイス推進協議会 / 弥生株式会社 担当マネージャー 岡部 毅

株式会社野村総合研究所 フェロー 梅屋真一郎

●デジタルインボイス連携基盤（岐阜モデル）
 改修事業補助金補助事業者

株式会社ミライコミュニケーションネットワーク

内部監査部 マネージャー 上野 麻記子
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デジタルインボイス活用促進事業概要

21
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デジタルインボイス連携基盤（岐阜モデル）構築・実証事業補助金

【岐阜モデル実証事業】システムの概要
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デジタルインボイス連携基盤（岐阜モデル）構築・実証事業補助金

●各者が利用する機能
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デジタルインボイス連携基盤（岐阜モデル）構築・実証事業補助金

● 11月16日（木）

 有限会社大橋量器（升の製造：売り手）、大垣市観光協会（買い手）間他を、

ダミーデータで実証実施。

● 12月 7日（木） 同じ両社間で、実データで実証予定。約60％ 時短効果。

● 大垣共立銀行、十六銀行という順で取り組んでいる。

● 買い手：72.7％削減（24分30秒 →   6分41秒）

● 売り手：53.4％削減（15分35秒 →   7分16秒）

● 合 計：65.2％削減（40分05秒 → 13分57秒）

実証結果
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財務
システム

連携
アプリ

請求書
手入力
発行

販売・会計
パッケージ

連携

自社開発
アプリ
連携

⚫電子帳票保存法に安全・安価に対応

⚫請求送受信方法・窓口の一本化

⚫自社システムとの自動的な連携

⚫添付ファイルの送受信の撤廃

発注企業

受注企業

見積書 注文書 納品書 請求書 入金支払い

25

デジタルインボイスー企業間業務連携 ～発注企業ー受注企業双方にメリット～

共通基盤



デジタルインボイス活用の可能性

デジタルインボイスデータの価値

● より確実な商流情報の入手

● 企業間資金移動の基本データ収集

● いつ、いくら、どこからどこへ

● 企業間での債権債務状況の捕捉

中小企業向け法人ポータルサービスの提供

● 総合サービス窓口機能

● 資金管理支援

● 中小企業のCFO（最高財務責任者）代行
29



見積書 注文書 納品書 請求書 入金支払い

法人
ポータルサービス

法人
ポータルサービス

ZEDIネット

Peppolネット Peppolネット

公的信用保証機関

30

金融機関連携による、モニタリングの高度化

共通基盤



機能 概要

銀行機能

EBサービス 残高・取引明細照会、振込、総給振など

書類の授受 決算書、計算書・返済予定表などの各種書類を授受する

融資申込 融資をオンラインで申し込む

各種届出 住所変更などをオンラインで届け出する

各種相談 ITコンサルなど業務改善に向けた相談を受付

チャット 銀行－顧客間の連絡を行う

経理等

インボイス作成・管理 インボイスを作成し、消込を管理する

経費精算 EBと連動して経費精算を行う

外部サービス連携 外部のサービスとAPI連携する

法人ポータルのイメージ
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出典：「TKC全国会のすべて」パンフレットより

＋信用保証協会

32

モニタリング情報サービス事例



実施に向けての課題

資金管理
ポリシー設定

請求情報
収集

投融資
意思決定

振込処理

融資業務の自動化とスピードアップ
ーOODAループアプローチ

✓ 先の読めない状況で成果を出すための意思決定方法

✓ 業務の改善・自動化などを検討する際の方法論

33

２ ​.
法人口座管理の

厳格化

３.​
勘定系オンライン認証の

標準化

４​.
法人ポータルサービスの

実施

５.​
融資実施の

スピードアップ

１.
デジタルインボイスの

本格的普及
取引の公証登録

事業所番号との
一元化

データ活用の
簡素化

戦略的顧客関係の
構築

プロセス自動化・
標準化



受動から、能動への転換。

ソフトピアジャパンの支援ポリシー
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